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9. 研 実 しないこと。) 

さらに、この仮説が有効であることをモンテ

績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載究

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

      だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等

       は記載しないこと。 

細胞の挙動は、本質的に揺らいでいる。この原因の一つとして、細胞内に存在する各分子のコピー数

が少ないために、化学反応の確率性が顕著になることが考えられている。一見、このような揺らぎは

細胞機能に不利に働くように思うが、細胞はこの揺らぎを積極的に利用することで細胞機能を実現し

ているかもしれない。この問題に取り組むため、アメーバ状の走化性細胞の濃度勾配検知に注目した。

走化性細胞は自発的かつ確率的な移動を示す。この自発的移動は、細胞内における分子シグナルの自

発的な生成によると考えられている。実際、いくつかの免疫系細胞においては、自発的に

phosphoinositol-3,4,5-triphosphate が一過的に上昇し (PIP3 パルス)、細胞移動を制御している。 
 本研究では、「PIP3 パルスの生成機構」および「自発的パルスによる濃度勾配検知機構」の解明を

目指している。そのために、簡単なシグナル伝達の模型を構築した。理論的な解析により、この系が

興奮系に成り得ること、および、化学反応の確率性により系が自発的に興奮し PIP3 パルスを生成す

ることを示した。また、細胞に濃度勾配が与えられると、興奮のためのポテンシャル壁を空間的に変

化させ、PIP3 パルスが高濃度側でより多く生成することで、濃度勾配が検知されることを示した。

この仮説は確率的な系だからこそ成り立つ論理である。

カルロ計算機実験により確認した。 
                                        

※ 成果の公表を

 
見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

付すること。添
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